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現実に持ちあげようと
すると、左図のように、

h fの力を加えつつ、
| Nも外力としてはたらく、Po........が........！！

（1 ゆっくり移動している、とあるので物体にはたらく
力はつりあっており、

F1= m I I
が成立している。 Fの向きにん移動しているので
W二月 x h = mghrnn

※外力がした仕事の分だけ、位置エネルギーが増える
と考えて、
W=（位置エネの増加量）=mgh

と求めてもよい
※ Gigfo と水 左図のように軸をとると

○
水方向（水平）方向の
仕事は0といえる
（本冊解答の補足）

（2) Q→ Pだと F は進行方向と逆向きなので仕事は負
W--mgh_+


